
2022年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL04822B08）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ブータン A241 コンピュータ技術 20～45
歳のみ 個別 交替

1代目 2年 ・2023/2 ・2023/3 ・
2023/4 ・2024/1

 

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

王立人事院

2）配属機関名（日本語）

王立人事院

3）任地（ ティンプー県ティンプー市 ） JICA事務所の所在地（ ティンプー ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

王立人事院(RCSC)は1982年に設立された国家機関である。総職員数は87名で、ブータン人全公務員の管理責任を担って
いる。そのビジョンは、グロスナショナルハピネス(GNH国民総幸福量)を追求することを目的に、良質のガバナンスを
促進し、ダイナミックでプロフェッショナルな官公庁を作ることである。人材管理課、人材開発課、情報サービス管理
課(MISD)など、8つの課で構成されている。2022年7月現在、隊員(コンピューター技術)が活動中である。年間予算は
約USD4,345,000。

【要請概要】
1）要請理由・背景

王立人事院は全ブータン人公務員の、雇用、異動・昇進、引退までに関わる機関である。年々増大する業務は時間を要
し、多くの業務が手作業で行われていた。そこで配属先では、情報システムを強化・発展させることで、正確な情報を
公務員たちにスムーズに供給するため、隊員を要請して2022年7月から新システムの運用を開始した。情報サービス管
理課のITチームは職員7名で、配属先全体のITシステムを管理・運営している。しかしITチームの職員はまだ経験が浅く、
システムを強化、開発するのに十分な技術力があるとはいえない。前任者の活動を継続し、システム強化や開発におい
てチームをリードし、共働することを通してチームメンバーの力を向上させるために、後任が要請された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

隊員はシステム強化やシステム開発を職員と共働することを通して、情報サービス管理課のITチームを支援する。詳細
は赴任後に課長のみならず、ダイレクターも交えて話し合い決定する。
1. 現在使用中の MaX Online System と Leadership Feedback System (LFS) を、より強化すること。
2. 前任者の主導で開発された人事システムおよび奨学金申請システムの維持と改善に係る助言。
3. 新規ITシステム(王立人事院内部システム)の開発。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

職場環境用及びシステム開発環境用としてWindowsサーバ、Linuxサーバを保有。.Net6(ASP.NET Core, C#)を使用。

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL04822B08_1.jpg?t=1667364039
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL04822B08_2.jpg?t=1667364039


4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚::情報サービス課職員7名(男性4名、女性3名、平均年齢30代)
課長(女性、40代)

活動対象者;IT技術エンジニア(男性、30代、学士(情報技術)、経験6年)

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

英語(レベル:B)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）理工系　備考：同僚への指導のため

[経験]：（　　　　）　備考：

[参考情報]：

　・応用情報技術者(IPA情報処理技術者)は尚可

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（-5～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
配属先関連ホームページ http//www.rcsc.gov.bt/en/
現地語については、現地訓練期間に語学研修を行う予定。
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